生活衛生豆知識№67

鶏卵のＳＥ対策の足取り
　

鶏卵のＳＥ（Salmonella Enteritidis）対策の足取りを思い出すままに書いて見ます。
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1978年（昭和53年）イラン革命を発端に第２次オイルショックが発生し、原油が高騰。物不足、特にスーパーの店頭からトイレットペーパーが消えた。

　　鶏卵パック詰容器が回収再利用、スーパー店頭で5円あるいは10円で回収（ビニールテープで止められていたので再利用できた）されていた。ダンボール箱入り鶏卵の固定用の波板（ダンボール紙で作られたもの）が再利用され、破卵し汚れた波板までも再利用されていた。15年間位は続いた。

1988年（昭和63年）英国で鶏卵によるＳＥ食中毒が多数発生。英国政府は「（鶏卵を生で食べる機会が多い）日本食に注意」と、英国国民に注意喚起をした。

1989年（平成元年）国内で、鶏卵が原因と考えられるＳＥ食中毒事件が増え始まる。

　　保健所での飲食店対象の講習会で「生あるいは半熟状態で提供する場合には新鮮な卵の使用」と注意を喚起。当時の日付表示は包装日であった。

1992年から1993年（平成4年から5年）頃

ＳＥ食中毒が続発したので、所属していた相模原保健所で鶏卵の実態調査（一応私が提案者）

①　養鶏施設実態調査。家畜保健衛生所（ＳＥ食中毒の現状を説明したが関心が薄かったと記憶している）から施設名簿をもらい実施した。

②　2ちゃん（爺たん、婆ちゃん）養鶏農家　飼育羽数1,000羽以下、1日の産卵数800個程度の農家が10以上あったと思う。付近の人が買いに来ると残るのは1日200個程度。このような施設にはＧＰセンターが回収に来なく、週に2回集会場に管外のＧＰセンターが回収に来るので、数軒の農家が持ちよっていた。農家の一部は真夏でも2.3日間トタン屋根の物置に保管していた。もちろん鶏卵には産卵日は書かれていない。色々と指導すると「俺たちの生活はどうするのか」と言われた。

③　県内一番大きいとされたＧＰセンター（上記のＧＰセンターとは異なる）　県内、県外から夕方に搬入されていたが、日差しを遮るだけの屋外の保管場所に一晩置かれていた。

④　食品卸市場内の鶏卵卸店　真夏でも直射日光の下に、箱卵が朝10時頃まで置かれていた。

⑤　末端の鶏卵卸店　神奈川県北西部、山梨県東部の「山間地のよろずや」へ卸している店。箱卵を10入りのパック容器に詰め替えていたが、詰め替えた日を包装日にしていた。元箱に書かれた日を包装日にするようにと指導したが、「どこにそんなことが決まっている」と怒鳴られた。

⑥　学校給食施設では数日分を箱卵で買って、食品庫に保管していた。

⑦　量販店で販売されているパック鶏卵では産卵日という表示が出てきた。ＧＰセンターの現状を見て、本当なのかと疑問を持った。

1995年頃　厚生省本省の方と雑談　「鶏卵、ＧＰセンターの規制はできないのか」との質問に「農林省には、国会議員の農林族が多く付いているので、よほどの科学的根拠が無ければ無理」との答えだった。

1997年（平成9年）4月　テレビか新聞で三重県桑名保健所が「サルモネラ食中毒の防止対策のための実態調査」を行ったとの報道があった。直ぐに桑名保健所の長坂所長を訊ね、調査結果の概要「ＳＥ食中毒の防止には、鶏卵自体の汚染を防ぐことが極めて重要である。しかし、現時点では、汚染卵を0にすることは無理と考えられるので、汚染卵に含まれるＳＥ菌量を増やさないことが重要である。特に、流通対策は何らかの対応が必要である。常温での流通機関が長くなる場合には、汚染卵ではＳＥの増殖を招き、健康卵では新たにＳＥ汚染を受ける可能性が高まる。」の説明を受けた。鶏卵の期限表示設定は、この報告書がきっかけで定められたので、極めて重要な報告書であったと考えられる。

同年6月　長坂所長が厚生省食品衛生調査会食中毒サーベイランス部会で調査結果を説明。

同年9月　上記部会で、鶏卵の安全性を確保するために、品質保持期限（賞味期限）の表示を義務付ける方針が決まった。この方針を受けて、鶏卵日付表示検討委員会が設立された。

1998年6月　業界の指針として「鶏卵の日付表示マニュアル」が定められた。

1999年11月　殻つき卵の期限表示（生で食べられる賞味期限）、保存、調理等の表示が義務付けられた。
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